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研究成果の概要（和文）：育児や介護を担う家族ケアラーとして、先天性障害児（口唇口蓋裂児）の母親と、高
校生を養育する母親を対象とし、ストレス対処力SOCの関連要因を探索した。障害児の母親にとって、気持ちを
分かってもらう経験や医療従事者からの丁寧な説明が、高いSOCや肯定的変化の獲得と関連した。「周囲の人か
らの辛い言葉」は、SOCの低さと有意な関連を示した。高校生の母親は、ｿｰｼｬﾙｷｬﾋﾟﾀﾙや家族関係の良好さがSOC
の高さとプラスの相関を示した。また、子どもの自閉傾向の特性と、子どもに関する悩みがあることがSOCとマ
イナスの相関を示した。

研究成果の概要（英文）：As a family carer responsible for child rearing and nursing care, we 
conducted a study to find relevant factors of Sense of Coherence for mothers with congenital 
disorder (cleft lip and palate) and mothers raising high school students. 
For mothers with disabilities, experiences of sharing feelings and polite explanations from health 
care workers were associated with high SOC and perceived positive positive change under adversity. "
Stigmatic words from the surrounding people" showed a significant association with low SOC. For high
 school students' mothers, good family relationships and social capital showed a positive 
correlation with high SOC. In addition, the characteristics of child's pervasive developmental 
disorder tendency and existence of troubles concerning children showed a  negative correlation with 
SOC.

研究分野：公衆衛生看護学
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１．研究開始当初の背景 
 厚生労働省の調査によると、わが国におけ
る在宅の身体障害児数はおよそ 93,100 人と
推計され（平成 18 年）、前回調査（平成 13
年）と比べて増加し、年々重症化している。
（国民衛生の動向, 2010）。一般に、在宅介
護者は身体的ならびに精神的不調や疲労を
訴えることが多く（山口, 2005）、介護者の 4
人に 1 人は抑うつ状態にあるとされている。
中川(2010)は、育児（健常児・障がい児）や
高齢者の介護をする家族を「家族ケアラー」
と呼び、ケアの内容や対象者の身体的状態に
関わりなく、家族ケアラーはケアをすること
により追い詰められることを報告した。家族
ケアラーについては、これまでストレッサー
の特定やその軽減・除去に着眼した、疾病生
成論的アプローチを主要テーマとした研究
が蓄積されてきた。一方、「健康はいかにし
て回復され、保持され、増進されるのかとい
う観点からその要因（健康要因：salutary 
factor）の解明と支援・強化をめざす、健康
生成論（salutogenesis）的アプローチ」に
ついては近年着目されてきたが、研究の蓄積
は十分ではない。   
健康生成論的アプローチは、A. Antonovsky 
(1979)によって Sense of Coherence (首尾一
貫感覚、以下 SOC)として概念化され、ストレ
スに成功裏に対処する力として位置づけら
れている。SOC は有意味感、把握可能感、処
理可能感の３つの下位尺度によって構成さ
れ、人生満足度やウェルビーイング、Hope や
自尊感情と関連を持ち、ストレス状況からの
回復や健康状態の維持・増進に対して予測力
を有することが示されている。また、SOC は
疾患関連の情緒的な問題について成功的対
処を導く重要な因子であり、SOC が高いこと
とコーピング能力が高いことには有意な関
連が認められ、SOC は成功に帰結するコーピ
ングの源であるということが示されている。 
 家族ケアラーの身体的・精神的状況が、ケ
アの受け手の人生・生活の安寧（QOL）、疾患
の悪化・回復などの予後、人格や精神健康に
も影響を及ぼすという報告は少なくない。従
って、家族ケアラーが上手くストレスに対処
し、心身の健康を保つことは重要な位置づけ
にあると言える。また、ストレッサーを軽
減・除去する視点に加えて、「高ストレス状
況にあっても、うまくいっている人は、何故
うまくやることができるのか」といった健康
生成論的アプローチから具体的な示唆を得
ることが、極めて重要であると考えられる。
特に、家族ケアラーがストレスフルな状況に
成功裏に対処する力をつけていくための支
援を行うこと、すなわち SOC 向上への支援を
視野に入れ、高い SOC を持つ家族ケアラーに
特徴的な経験とは何か、あるいはどのような
環境がSOCを育むのかを明らかにすることは
重要だと考えられる。 
 
２．研究の目的 

A. Antonovsky によって概念化されたスト
レス対処力 SOC を用いて、家族ケアラーとし
て【研究１】先天性障害児の家族ケアラー、
【研究２】高校生を養育する母親を対象とし、
彼らの主観的経験や環境や対処資源が、SOC
とどのような関連性があるのかを明らかに
し、SOC 向上支援に向けての示唆を得ること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
【研究１】口唇口蓋裂児の家族ケアラーを対
象とした研究 
（１）調査研究のプロセス 
口唇口蓋裂児の親が運営するセルフヘルプ
グループである口唇・口蓋裂友の会（口友会）
の協力を得て、14 名の先天性疾患児を持つ親
（母親 13 名、父親 1 名）に対しインタビュ
ーを行った。インタビューでは SOC-13（5 件
法版）を測定した。 
分析の結果、配偶者、義両親、医療者から
の忘れられない（辛い）言葉の有無、重要他
者からサポートを受けたという実感の有無、
生活拠点である地域への信頼と暮らしやす
さが、SOC の高低に関連する可能性が考えら
れた。また、時間の経過と周囲の支えによっ
て、「この子を産んだからこそ得たものがあ
る」という思い（Perceived Positive Change）
に至ることが分かった。これらの結果は、質
問紙調査に反映させることとした。 
（２）対象と方法 
・調査期間：2014 年 7-9 月 
・調査対象：口友会の母親会員 514 名 
・調査方法：郵送法を用いた無記名自記式質
問紙調査 
・分析対象：有効回答数296名（回収率57.9％） 
（３）倫理的配慮 
 調査データの扱いの際には、プライバシー
を守り、個人情報の漏洩を防ぐために十分な
配慮を行った。協力するか否かについては個
人の意思が尊重されることも書面と口頭で
説明を行った。 
 本研究は、東邦大学看護学部の倫理審査委
員会の承認を得て実施した。 
 
【研究２】高校生の親を対象とした研究 
（１）調査研究のプロセス 
 【研究１】との比較を考慮して、育児を担
う家族ケアラーとして研究1の対象者と同じ
年代である、高校生を養育する保護者（母親）
を対象とした。 
 都立 A 高校の協力を得て、A 高校の１～３
年生の保護者（主に母親）を対象とした。生
徒にも質問紙調査を実施し、親子 SOC の分析
のため、親子の調査票に共通の番号をナンバ
リングし、マッチング可能にした。 
（２）対象と方法 
・調査期間：2016 年 12-2017 年 1 月 
・調査対象：都内の都立 A 高校に通う１～3
年生及びその保護者 
・調査方法：生徒は学内で設置した回収箱に



て回収、保護者は郵送法を用いた。双方とも
に無記名自記式質問紙調査とした。 
（３）倫理的配慮 
研究 1と同様、プライバシーへの配慮は十
分に行った。親子でマッチングさせるため、
親子の質問紙には共通の番号を充てたが、個
人名や学籍番号と番号は一致させていない。 
 本研究は、東邦大学看護学部の倫理審査委
員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
【研究１】口唇口蓋裂児の家族ケアラーを対
象とした研究 
（１）回答者の属性 
296 名（57.6％）から回答があった。 
①母親（家族ケアラー） 
平均年齢は 49.9±8.9 歳、慢性疾患ありが
20.8％（61 名）であった。就労は、非正規雇
用（パート等）が 44％（128 名）、正規雇用
24％（69 名）、無職 32％（91 名）であった。
婚姻状況は 95％(279 名)が既婚、離別は 3％
（9 名）、死別は 2％（6 名）であった。SOC
の平均スコアは 42.3±7.7 点だった。 
②子ども（口唇口蓋裂児） 
男性（児）55.7％（162 名）、平均年齢は
18.7±9.4 歳であった。口唇裂と口蓋裂を両
方持つ子どもが 76.4％（207 名）であり、合
併症ありは 21.5％（62 名）であった。 
 
（２）家族ケアラーの経験：単純集計 
①医療従事者からのサポート 

②育児に関するサポートと経験 

③児の養育を通して得られた肯定的変化
（Perceived Positive Change: PPC を用いて測定） 

  
（２）分析結果 
SOC を従属変数とした重回帰分析の結果 
 地域への信頼感（ソーシャルキャピタル）、
医療従事者ならびに身近な人との情報や情
緒的サポートの受領が、高い SOC や肯定的変
化（Perceived Positive Change: PPC)と関
連した。また、「周囲の人からの忘れられな
くて辛い言葉がある」という経験が、SOC の
低さと有意な関連を示した。SOC の向上に向
けて、成長感を得られるような経験を得たり
環境を整えるといった介入が考えられる。 
 
【研究２】高校生の親を対象とした研究 
（１）回答者の属性 
 調査日に出席した全生徒671名に配布した。 
①保護者：203 通（回収率 30.2％） 
平均年齢 47.4±4.4 歳であり、慢性疾患あ
りが 20.1％（41 名）であった。就労につい
ては、非正規雇用（パート等）が 59.8％（122
名）、正規雇用 24％（49 名）、無職 14.2％（29
名）であった。婚姻状況は 86.8％(177 名)が
既婚、離別は 11.3％（23 名）、死別は 0.5％
（1 名）であった。SOC の平均スコアは 42.7
±7.6 点だった。 
②生徒：638 通（同 95.1％） 
回答は 1 年生が 35.7％（225 名）、2 年生
32.4％（204 名）、3年生 31.8％（200 名）で
あった。性別は、男子が 47.7％（300 名）、
女子は 52.3％（329 名）であった。ストレス
や精神的な問題で困っていると答えたのは
29.9％、SOC平均スコア37.31±6.8であった。 
 
（２）分析結果 
母親の SOC と高い相関を示したのは、ソー
シャルキャピタル（安心・安全な地域で暮ら
しているという実感、r=0.31, p<0.001）、家
族関係の良好さを示す家族関係尺度におけ
る凝集性（家族間のコミットの程度が高く、
お互いにサポーティブであること、r=0.431, 
p<0.001）、表出性（家族成員の行動や感情が



オープンであること、r=0.512, p<0.001）、
葛藤性（怒りや攻撃の表出、r=-0.406, 
p<0.001）であった。また、母親の SOC は子
供に関する悩み（子どもへのかかわり方、子
どものライフスタイル、将来の職業に関する
悩みなど）と比較的高い相関を示した
（r=0.211～0.395, p<0.001～0.003）。 
母親の SOC合計スコアと子どもの SOC合計
スコアとは、2 変量間の相関としてはみられ
なかった。しかし、子ども自閉症スペクトル
指数のスコアにおいて、子どもの注意転換に
関する特徴（一度に 2つ以上のことをするこ
ができない、物事を自発的に楽しむことが難
しいなどの項目）の点数の高さと、母親の SOC
における有意味感（r=-0.160, p=0.026）、把
握可能感（r=-0.151, p=0.034）にマイナス
の相関が見られた。以上から、子どもの特性
と母親のSOCが関連している可能性が考えら
れ、母親と子どもへの双方への支援が必要で
あると思われた。 
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